






























































































活している。これら所得階層の底辺に位置するBOP（Base of the economic 
pyramid）の人々へ、何らかの手を差し伸べていくこと。水や生活必需品、公
衆衛生の普及など対応すべき課題は多い。これらの人々の総額5兆ドルといわ
れる市場への対応は、人道的支援など政府主導の事項だけでなく、企業が商業
ベースで取り組むことで、利益を計上し、持続ある発展につながる息の長い
win-winの関係構築が可能になる。
4　まとめ
　昨年度からの継続調査である曲げわっぱの栗盛氏からは、現在の日本の産業
界が学ぶべきことが多い。特に、生活雑器の製作には優れた治具工具が欠かせ
ないこと。そして更なる改良を加える努力を続けることである。高品質な製品
を淡々と作り続けること、そのための製造現場における段取りと手順の簡素化
や簡略化を図っていくことは、ものづくりの基本である。同業他社が似た製品
を出してきたら、さらにその上をいく製品を開発していけば、健全な競争が生
まれるのである。これは言うは易く行うは難し、というべきで現実にはなかな
か難しいことである。しかしそれを続けることで技術の進歩が促されるのであ
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る。
　さらに、高度な技術を駆使できる職人として、新たな造形デザイン分野に挑
戦することが栗盛氏の目標であると語っている。工業デザイナーとの連携で、
新しい曲げわっぱ創りを実現するとのこと。常に進歩と創意工夫に挑戦し続け
る「職人芸の心意気」こそが最も大切な戦略要素である。今年度後期には、神
奈川県産業技術センターとの連携で、工業デザインの視点からも研究調査する
機会があった。デザインは色や形を描くだけではなく、本来は製品企画に始ま
り基本設計から製造工程、流通販売戦略までを鳥瞰する川上から川下までの一
貫した工程管理というべきものであろう。次年度では、この視点からの中小企
業の経営高度化の方向性を探っていく予定である。
